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３月８日
人文支部定期総会

三重大学教職員組合人文学部支部
　　　２０１６年度定期総会のご案内
　三重大学教職員組合人文学部支部規約６条に

基づき、２０１６年度支部定期総会を開催します。

記

日時：2016年３月８日　17:00～

場所：第１演習室

議題：総括・方針、規約改正、大会代議員選出

＊組合員の人はご参集ください。

２０１７年　２月　９日

２０１７年度三重大学教職員組合人文学部
支部役員選挙公示
 

三重大学教職員組合人文学部支部選挙管理委員会
 
　人文学部支部規約第１７条に基づき、２０１７年度人
文学部支部役員の選挙をおこないます。
　ただし、人文学部支部規約第１５条の２に基づき、役
員の任期は、２０１７年度支部総会から２０１８年度次
期支部総会までの１年とします。

記

１、役員の定数　
　　支部執行委員長　　　　　１名
　　支部副執行委員長　　　　若干名
　　支部書記長　　　　　　　１名
　　支部執行委員　　　　　　若干名

２、立候補締め切り
　　２０１７年　２月１５日（水）１８：００
３、届け出方法
　　選挙管理委員会の規定の立候補届け出用紙に記入
　　し、選挙管理委員会に提出のこと。
 
４、届け出場所
　　堀内研究室または北川研究室宛

５、投　票
　　２月２７日（月）～３月６日（月）１６：００

　投票場所は、堀内研究室または北川研究室とするほ
か、３月３日の教授会入り口に設置します。

〝研
究
者〟

ら
し
い
研
究
条
件
を

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
・
労
働
条
件
を

　
安
食
学
部
長
の
も
と
比
較

的
平
穏
に
過
ご
せ
た
か
に
見

え
る
２
０
１
６
年
で
し
た
。

し
か
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
三
重

大
学
と
し
て
の
軍
学
共
同
の

と
り
あ
つ
か
い
、
さ
ら
に
は

２
０
１
８
年
４
月
１
日
に
期

日
が
迫
っ
た
労
働
契
約
法
18

条
に
基
づ
く
有
期
雇
用
教
職

員
の
無
期
転
換
の
問
題
な
ど
、

実
は
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
も

私
た
ち
は
、
大
学
で
働
き
、

研
究
・
教
育
す
る
者
と
し
て
、

学
生
に
、
そ
し
て
地
域
に
対

し
て
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
問
題
は
こ
の
よ
う
な
責
任

を
十
分
に
果
た
し
う
る
条
件

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
で
す
。

　
年
末
の
学
部
長
と
の
団
体

交
渉
で
、
人
文
学
部
支
部
は
、

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
や
留
学
を
含

め
た
研
究
条
件
の
整
備
や
特

任
教
員
が
研
究
成
果
を
あ
げ

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
、
学

部
校
舎
の
改
修
、
さ
ら
に
は

非
正
規
教
職
員
の
無
期
転
換

権
の
実
効
あ
る
保
障
な
ど
を

求
め
、
大
筋
で
学
部
当
局
と

も
共
通
の
理
解
に
達
し
ま
し

た
。
問
題
は
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
具
体
化
す
る
か
で
す
。

　
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
る
と

き
で
す
。
定
期
総
会
に
よ
ろ

し
く
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

３つの困難 （賃下げ、 研究条件悪化、 業務負担増） を解決しよう
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米
空
軍

大
学
研
究
者
に
８
億
円
超　

日
本
の
延
べ
１
２
８
人

名古屋大

７日に「新提案」
悪い提案……

無
期
転
換
に
「
選
考
試
験
」
？

職
員
組
合
は
反
発　

１
月
か
ら
松
尾
総
長
宛
に
緊
急
署
名
行
動

名古屋大学の基本方針

　雇用期限が満了する契約・パート職員については、

新たな選考により、以下の条件のもと無期転換を可能

とする。

（1）無期転換にあたっては、別に選考試験を実施し、

合格者を対象に行う。

（2） 新たに無期転換者用の就業規則を制定し、

「契約・パート職員」と分けた労働条件で人事管理を行う。

（3） 無期転換者の週勤務時間は、「フルタイム」「30時間」

のパターンのみとする。

（4） 本部・部局問わず、将来に渡って雇用財源の確保

に努力していく。

（5）法人化前から雇用されている者は、実質無期化さ

れているため、特例として、無条件で、無期雇用者の

就業規則を適用する。

※上記下線部は間違い、現状維持であると、当局が説
明会で表明。

　
労
働
契
約
法
18
条
法
改
正

の
趣
旨
は
、
非
正
規
職
員
の

“
雇
用
の
安
定
”
“
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
”
で
す
。
し
か
し
先
週
７
日
、

名
古
屋
大
学
で
法
人
化
後
採

用
の
期
限
の
あ
る
契
約
・
パ
ー

ト
タ
イ
ム
職
員
１
８
４
８
名
を

雇
止
め
の
危
機
に
さ
ら
す
提
案

が
さ
れ
ま
し
た

　
名
古
屋
大
で
は
、
２
０
１
６

年
１
月
１
日
現
在
、
３
２
９
４

名
の
非
正
規
教
職
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
全
体
の

教
職
員
の
約
半
数
で
あ
り
、
大

学
の
業
務
の
半
分
を
非
正
規

教
職
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。
改

正
法
施
行
か
ら
５
年
と
な
る

２
０
１
８
年
３
月
31
日
に
、
期

限
付
き
契
約
・
パ
ー
ト
職
員
が

雇
止
め
に
な
れ
ば
、
各
職
場
で

の
混
乱
は
必
至
で
す
。

　
度
重
な
る
定
員
削
減
に
伴

い
、
パ
ー
ト
職
員
は
か
つ
て
正

規
職
員
が
担
っ
て
い
た
仕
事
を

引
き
継
い
で
い
ま
す
。
正
規
職

員
と
同
じ
恒
常
的
業
務
を
担

い
、
む
し
ろ
ほ
ぼ
３
年
ご
と
に

異
動
が
あ
る
正
規
職
員
よ
り

業
務
に
精
通
し
て
い
る
契
約
・

パ
ー
ト
職
員
も
多
く
い
ま
す
。

　
名
古
屋
大
で
は
、「
部
局
の

長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
、
５

年
を
超
え
る
雇
用
（
更
新
）
を

可
能
と
す
る
」「
無
期
雇
用
と

さ
れ
た
場
合
の
人
件
費
は
部

局
の
負
担
」
と
さ
れ
、
無
期
転

換
権
が
発
生
す
る
前
に
雇
止
め

と
す
る
対
応
を
と
る
部
局
も
あ

り
ま
す
。

　
三
重
大
学
で
は
、
無
期
転
換

権
を
保
障
す
る
就
業
規
則
を

実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

没
却
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
名
古

屋
大
職
組
に
連
帯
し
た
と
り
く

み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
新
聞
が
報
道
（
２
月
８
日
）

　
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、
米
空

軍
が
２
０
１
０
年
度
以
降
の
６

年
間
に
、
日
本
の
大
学
研
究
者

ら
少
な
く
と
も
延
べ
１
２
８
人

に
総
額
８
億
円
超
の
研
究
資
金

な
ど
を
提
供
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
と
く
に
２
０
１
０
～

１
６
年
度
に
京
都
大
と
大
阪
大

の
教
授
ら
11
人
が
米
空
・
海
軍

か
ら
計
約
２
億
円
の
研
究
費
を

受
け
た
こ
と
も
、
両
大
学
へ
の

情
報
公
開
請
求
で
判
明
し
た
と

さ
れ
ま
す
。

　
提
供
理
由
に
つ
い
て
、
米
空

軍
の
ダ
リ
ル
・
メ
イ
ヤ
ー
報
道

官
は
「
米
国
だ
け
で
は
手
に
入

ら
な
い
貴
重
な
知
見
が
得
ら
れ

る
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
。

↓
図
表
は
い
ず
れ
も
毎
日
新
聞

か
ら
転
載


